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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 18,386 19.7 3,536 25.7 4,640 58.9 3,505 70.2 3,498 70.9

2022年３月期第３四半期 15,362 19.6 2,812 27.7 2,920 4.3 2,060 11.5 2,047 11.5

四半期包括利益
合計額

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 3,550 74.6 90.40 89.52

2022年３月期第３四半期 2,033 8.4 53.25 52.60

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 89,505 12,781 12,751 14.2

2022年３月期 81,800 9,814 9,710 11.9

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 25.00 － 26.00 51.00

2023年３月期 － 10.00 －

2023年３月期（予想） 10.00 20.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,500 17.3 5,300 32.0 4,000 35.0 4,000 36.0 102.59

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（注）１．前連結会計年度の「営業収益」及び「営業費用」は表示方法の変更により一部組替をしております。
２．当社は、2022年７月20日開催の取締役会決議により、2022年９月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株

式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「基本的１株当たり
四半期利益」及び「希薄化後１株当たり四半期利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．当社は2022年７月20日開催の取締役会決議により、2022年９月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式
分割を行っております。2022年３月期末以前の配当金については当該株式分割前の実際の配当金の額を記載し
ております。なお、株式分割前ベースでの2023年３月期の年間配当金は１株あたり60円00銭となり、実質的に
９円00銭の増配となります。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

なお、対前年増減率は前連結会計年度の「営業収益」の表示方法の変更により一部組替した後の数値で比較してお

ります。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 40,184,970株 2022年３月期 40,184,970株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 1,437,844株 2022年３月期 1,586,655株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 38,690,479株 2022年３月期３Ｑ 38,438,755株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2022年７月20日開催の取締役会決議により、2022年９月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分
割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期
末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　１．決算に関する詳細情報は、本日公表の決算説明資料及び２月14日公表の四半期報告書にて記載していますので、

併せてご覧ください。

　　　決算説明資料はこちらから　　https://ir.premium-group.co.jp/ja/library/presentation.html

　　　四半期報告書はこちらから　　https://ir.premium-group.co.jp/ja/library/securities.html

　２．上記の業績予想は、本資料の発表日現在において、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年３月31日）

当第３四半期
連結会計期間

（2022年12月31日）

資産の部

現金及び現金同等物 11,433 10,437

金融債権 35,733 41,190

その他の金融資産 5,786 6,586

有形固定資産 3,648 3,282

無形資産 6,279 7,586

のれん 3,958 3,958

持分法投資 1,600 2,546

繰延税金資産 3 3

保険資産 3,284 4,432

その他の資産 10,075 9,485

資産合計 81,800 89,505

負債の部

金融保証契約 30,065 34,675

借入金 23,759 24,498

その他の金融負債 7,248 6,359

引当金 366 363

未払法人所得税 720 293

繰延税金負債 1,238 1,484

その他の負債 8,590 9,053

負債合計 71,987 76,724

資本の部

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 1,700 1,700

資本剰余金 1,295 1,371

利益剰余金 7,722 10,498

自己株式 △1,201 △1,100

その他の資本の構成要素 194 281

親会社の所有者に帰属する持分合計 9,710 12,751

非支配持分 103 30

資本合計 9,814 12,781

負債及び資本合計 81,800 89,505

１．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

- 2 -

プレミアグループ株式会社(7199)
2023年３月期　第３四半期決算短信〔IFRS〕（連結）



（単位：百万円）

　前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　　至　2022年12月31日）

営業収益 15,362 18,386

営業費用 12,549 14,850

営業利益 2,812 3,536

持分法による投資利益 109 1,024

その他の金融収益 26 103

その他の金融費用 27 22

税引前四半期利益 2,920 4,640

法人所得税費用 860 1,134

四半期利益 2,060 3,505

四半期利益の所属

親会社の所有者 2,047 3,498

非支配持分 13 8

四半期利益 2,060 3,505

親会社の所有者に帰属する

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 53.25 90.40

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 52.60 89.52

（２）要約四半期連結損益計算書

（注）当社は、2022年７月20日開催の取締役会決議により、2022年９月１日付けで普通株式１株につき３株の割合で株式

分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「基本的１株当たり四半

期利益」及び「希薄化後１株当たり四半期利益」を算出しております。
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期利益 2,060 3,505

その他の包括利益

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △1 8

持分法によるその他の包括利益 △26 36

税引後その他の包括利益 △26 44

四半期包括利益 2,033 3,550

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 2,021 3,543

非支配持分 12 6

四半期包括利益 2,033 3,550

（３）要約四半期連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本
の構成要素

新株予約権

2021年４月１日残高 1,612 1,281 5,403 △1,201 10

四半期包括利益

四半期利益 - - 2,047 - -

その他の包括利益 - - - - -

四半期包括利益合計 - - 2,047 - -

所有者との取引額等

新株の発行 0 0 - - △0

自己株式の取得 - - - △1 -

配当金 - - △621 - -

株式に基づく報酬取引 66 6 - - 21

所有者との取引額等合計 66 6 △621 △1 21

2021年12月31日残高 1,678 1,287 6,828 △1,201 31

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素

合計持分法によ
るその他の
包括利益

在外営業活
動体の換算

差額
計

2021年４月１日残高 108 △2 116 7,211 79 7,291

四半期包括利益

四半期利益 - - - 2,047 13 2,060

その他の包括利益 △26 △0 △26 △26 △0 △26

四半期包括利益合計 △26 △0 △26 2,021 12 2,033

所有者との取引額等

新株の発行 - - △0 0 - 0

自己株式の取得 - - - △1 - △1

配当金 - - - △621 - △621

株式に基づく報酬取引 - - 21 93 - 93

所有者との取引額等合計 - - 21 △529 - △529

2021年12月31日残高 83 △2 112 8,703 92 8,795

（４）要約四半期連結持分変動計算書
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本
の構成要素

新株予約権

2022年４月１日残高 1,700 1,295 7,722 △1,201 40

四半期包括利益

四半期利益 - - 3,498 - -

その他の包括利益 - - - - -

四半期包括利益合計 - - 3,498 - -

所有者との取引額等

配当金 - - △722 - -

非支配株主との資本取引 - 28 - 52 -

株式に基づく報酬取引 - 49 - 49 42

所有者との取引額等合計 - 76 △722 101 42

2022年12月31日残高 1,700 1,371 10,498 △1,100 82

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素

合計持分法によ
るその他の
包括利益

在外営業活
動体の換算

差額
計

2022年４月１日残高 158 △5 194 9,710 103 9,814

四半期包括利益

四半期利益 - - - 3,498 8 3,505

その他の包括利益 36 9 46 46 △1 44

四半期包括利益合計 36 9 46 3,543 6 3,550

所有者との取引額等

配当金 - - - △722 - △722

非支配株主との資本取引 - - - 79 △79 -

株式に基づく報酬取引 - - 42 140 - 140

所有者との取引額等合計 - - 42 △503 △79 △582

2022年12月31日残高 195 4 281 12,751 30 12,781
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 2,920 4,640

減価償却費及び償却費 946 1,051

その他の損益 135 75

金融債権の増減額（△は増加） △4,809 △5,457

金融保証契約の増減額（△は減少） 3,518 4,609

その他の金融資産の増減額（△は増加） △719 △609

その他の金融負債の増減額（△は減少） △783 △689

その他の資産の増減額（△は増加） 829 △682

その他の負債の増減額（△は減少） 676 453

持分法による投資損益（△は益） △109 △1,024

その他 50 140

小計 2,654 2,509

利息の受取額 1 1

利息の支払額 △117 △151

配当金の受取額 98 148

法人所得税の支払額 △1,175 △1,337

法人所得税の還付額 181 160

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,641 1,329

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △0 △100

有形固定資産の取得による支出 △226 △300

有形固定資産の売却による収入 - 66

無形資産の取得による支出 △301 △1,321

貸付金貸付による支出 △11 △28

貸付金回収による収入 13 13

差入保証金の差入による支出 △233 △208

差入保証金の回収による収入 70 82

子会社の取得による収入 - 10

その他 △14 8

投資活動によるキャッシュ・フロー △703 △1,778

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の借入による収入 14,000 1,000

短期借入金の返済による支出 △14,000 △100

長期借入金の借入による収入 3,514 4,630

長期借入金の返済による支出 △4,543 △4,820

リース負債の返済による支出 △594 △638

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △620 △720

その他 112 90

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,131 △558

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,193 △1,006

現金及び現金同等物の期首残高 8,054 11,433

現金及び現金同等物の為替換算による影響 △1 1

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,859 10,428

（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

（表示方法の変更）

 要約四半期連結損益計算書

　主要な営業活動の成果としての損益表示をより明確化する観点及び当社取締役会への報告において同利益表示

を使用した業績管理を開始したことに伴い、第１四半期連結累計期間より営業収益と営業費用の差額を「営業利

益」として表示しております。この結果、前第３四半期連結累計期間に係る要約四半期連結損益計算書におい

て、営業利益2,812百万円を表示しております。

　また、オートリース事業の重要性が相対的に増している点を踏まえ、「その他の金融費用」に含めて掲記して

おりましたオートリース事業に関連する「支払利息」は、前連結会計年度末より「営業費用」（うち、「金融費

用」）に含めて掲記しております。この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の要約四

半期連結損益計算書において、「その他の金融費用」に含めておりました49百万円を「営業費用」（うち、「金

融費用」）として組替を行っております。

　「その他の金融収益」に含めていた「為替差益」は、営業活動に係る為替変動の重要性が高まったため、第２

四半期連結累計期間より「営業収益」（うち、「その他」）に含めて掲記しております。この表示の変更を反映

させるため、前第３四半期連結累計期間において、「その他の金融収益」に含めておりました５百万円を「営業

収益」として組替を行っております。

 要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　オートリース事業の重要性が相対的に増している点を踏まえ、「その他の金融資産の増減額(△は増加)」に含

めて掲記しておりました「リース投資資産」は、前連結会計年度末より「金融債権の増減額(△は増加)」に含め

て掲記しております。この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の要約四半期連結キャ

ッシュ・フロー計算書において、「その他の金融資産の増減額(△は増加)」に含めておりました△2,480百万円

を「金融債権の増減額(△は増加)」として組替を行っております。

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

(1）報告セグメントに関する全般的情報

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

当社取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

当社グループは、前連結会計年度まで、「ファイナンス事業」、「故障保証事業」及び「オートモビリティ

サービス事業」の３つを報告セグメントとしておりました。

2022年３月１日付で新たにカープレミア株式会社を設立し、また、同４月１日付で当社グループ企業の再編

を実施したことに伴い、当連結会計年度より従来の報告セグメントである「ファイナンス事業」、「故障保証

事業」及び「オートモビリティサービス事業」に加え、新たに「カープレミア事業」を設け、４区分を報告セ

グメントとするとともに、前連結会計年度において「ファイナンス事業」に含めておりましたオートリース事

業を「オートモビリティサービス事業」に、「オートモビリティサービス事業」に含めておりました自動車部

品の販売事業を「故障保証事業」に集約しております。

各報告セグメントの概要は、以下になります。

「ファイナンス事業」は、主にお客様が商品やサービスを購入する際に、分割払いができる金融サービスを

提供するクレジット事業及び債権回収サービスから構成されております。

「故障保証事業」は、お客様が当社グループの提携先を通じて自動車を購入し、保証サービスの提供を希望

される場合、一定の保証料をお支払いただくことで、購入された自動車に故障が発生した際、あらかじめ定め

た保証の提供範囲内において、無償で修理が受けられる「故障保証」サービス及び車両修理等で必要とされる

自動車部品の販売事業等から構成されております。

「オートモビリティサービス事業」は、自動車流通事業を運営するうえで必要とされる複数のサービス（オ

ートリース事業、自動車卸販売、ソフトウェア販売等）の提供を行う「オートモビリティサービス」を中心に

構成されております。

「カープレミア事業」は、会員制ネットワーク組織の開拓・推進事業及び自動車整備・販売事業等により構

成されております。

当社グループは、当社取締役会が使用する事業セグメントへ、資産及び負債を配分しておりません。

(2）報告セグメントごとの利益または損失

当社グループのセグメント別の各損益は、基本的に連結財務諸表の作成基礎と同様の方法で作成しておりま

すが、第２四半期連結累計期間より各セグメントの貢献度・成果の実態をより明確に表す観点から、調整額及

び全社に含めて表示しておりました全社のセグメント損益を、各事業セグメントへ配賦する方法に変更してお

ります。調整額及び全社は、主にセグメント間の内部取引消去であります。なお、セグメント間の内部取引価

格は市場実勢価格に基づいております。

当社グループは第１四半期連結累計期間より、ファイナンス事業、故障保証事業、オートモビリティサービ

ス事業及びカープレミア事業の４つの事業セグメントを当社取締役会が業績を評価するための単位に変更して

おります。前第３四半期連結累計期間及び前第３四半期連結会計期間のセグメント情報は、実務上可能な範囲

で当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間と同様の方法で計算し、修正再表示しておりま

す。

当社グループは第２四半期連結累計期間のファイナンス事業において、過年度に認識した減損損失の戻入益

（871百万円）を計上しております。これは、持分法適用関連会社であるEastern Commercial Leasing

p.l.c.の業績回復に基づく株価の継続的な回復状況を認識した結果であります。回収可能価額は処分コスト

控除後の公正価値により測定しており、同戻入益は要約四半期連結損益計算書の「持分法による投資利益」に

含まれております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

調整額
及び全社
(注２)

連結
ファイナンス 故障保証

オート
モビリティ
サービス

カー
プレミア

計

収益

外部顧客からの収益 9,721 4,188 1,199 249 15,357 6 △2 15,362

セグメント損益

税引前四半期利益

（△損失）
2,418 490 79 △69 2,918 17 △15 2,920

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

調整額
及び全社
(注２)

連結
ファイナンス 故障保証

オート
モビリティ
サービス

カー
プレミア

計

収益

外部顧客からの収益 11,097 4,792 1,933 560 18,382 2 2 18,386

セグメント損益

税引前四半期利益

（△損失）
3,947 442 257 △0 4,647 12 △19 4,640

前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主にシステム事業でありま

す。

（注２）「調整額及び全社」は、主にセグメント間取引消去であります。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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